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　現在、希望するすべての方が新型インフルエンザワクチンの接種を受け
ることができます。市は、このワクチンの接種費用の全額を助成していま
すので、対象となる方は申請してください。
　対 象 者　すでに接種を終えたか、３月３１日�までに接種を受ける予約

をしている方で、岩見沢市に住民登録もしくは外国人登録が
ある生活保護受給者または世帯全員が市民税非課税の方

　申請場所　岩見沢保健センター、北村支所（北村赤川５９３）、栗沢支所（栗沢町東本町２１）、有明交
流プラザサービスセンター（有明町南１）、幌向サービスセンター（幌向南１－１）、
朝日サービスセンター（朝日町１７６）、美流渡サービスセンター（栗沢町美流渡栄町９３）

　申請に必要なもの　印鑑、本人を証明できるもの（健康保険証、運転免許証など）、すでに接種を終
えた方はこれらに加えて、領収書、接種済証、預金通帳

○ごみ処理について、平成１７年から１人１日当たりの排出量が減っている理由と、有料化につ
いてどう考えているのか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 男性
●排出量が減った理由は、ごみのよりよい始末を進める市民会議の方々の地道な活動により、
分別やリサイクルが浸透してきた結果です。企業や町内会でも減量や分別に協力していただ
いています。
　また、有料化については、毎年議論していますが、お金を払うことでごみが減るという考え
方もあるでしょうが、私は違うと思います。有料化はいつでもできますが、まずは皆さんが
環境について意識を高め、議論を深めてからではないかと考えています。　　　　　　 市長

○障がいのある子どもたちが、将来自立して働けるように、支援策の充実を図って欲しい。　
男性

●障がい者の自立のためには就労が必要であり、そのためには給与が改善されなければならな
いと思います。私が考えたのは農業ですが、実現できていません。是非、同じ境遇の方を集
めて、話し合いをしましょう。子どもたちが将来自立できるよう、親御さんにも何かして欲
しいのです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　市長
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　国は 4月から、病院等の窓口で７０歳から７４歳までの方の負担する割合を１割から２割へと引き上げ
る予定でしたが、平成２３年３月まで、引き続き１割のままに据え置くことになりました。ただし、現
役並み所得の方で、すでに３割負担となっている方は除きます。
　なお、国民健康保険の新しい高齢受給者証は、３月中旬に送付します。

現役並み所得とは…各種控除後の課税所得が、年額１４５万円以上で、かつ年収が、２人以上の世帯で
世帯全員の合計が５２０万円以上、１人の場合は、３８３万円以上ある方
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